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＜連絡事項＞

・11/3医療福祉学会、特別講演（第5回法人研修）、創立記念式典・祝賀会があります。
各自時間と場所を確認し参加しましょう。
・新しい治験薬のルラシドン開始に伴いスタッフに検査の仕方について説明があります。
また、実薬実施までに治験についての説明をすることとなっています。
＜患者様連絡事項＞
・渡邊　愛希様～東Dユニットから西Aユニット47号室に転棟。
・浅坂　政美様～東Bユニットから西Bユニット28号室に転棟。

・松川　順子様～西Aユニット50号室に入院。治験(ルラシドン)を行う。
　11/8検査、11/15プラセボ開始、11/22実薬開始していく予定。

・工藤　綾子様～八戸赤十字病院に転院のため退院。

・松谷　さと子様～西Aユニット50号室から西Bユニット22号室に転室。

・竹洞　聡様～臨時薬同内容にて7日分処方。兄様、妻様との面談予定あり。11/15(水)10:30

で調整しています。
・山田　睦子様～臨時薬同内容にて7日分処方。本日外泊から戻られるため、退院をいつ頃にするか本人・夫様に聞いてください。
・大光　雄人様～診察行っている。ソリタT3　500ml＋アナフラニール点滴静注液25㎎　

1本とエンシュア１缶処方となる。

・船田　泰子様～ラックB本日昼で飲みきり止めとなっている。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・佐々木　康子様～盗聴器は同室者に仕掛けられているが、誰かは答えたくないと話している。部屋に居るのは辛くないとの事。主治医より拒薬しない様説明されるが表面的な返事をしている。アリピプラゾール18mg→24mgへ増薬となっている。
・原子内　光久様～11/2昼から食事を大盛りに変更しています。11/4採血し、結果に問題がなければ来週末退院検討中とのこと。
・曽我　正子様～家族と外出してきたことを話している。状態安定しており本人の同
意を得られたため任意入院へ切り替えとなる。
・阿部　文香様～眠気あること話しているが処方変更はなし。睡眠状況観察していきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～午前は臥床し「糞づまりでお腹が苦しい」と動こうとせず。また「お息さんのパーセンテイジが間違えられてて昨日私が死んだって聞きました」と唐突に妄想発言聞かれている。
・松永　勘五郎様～ホールに出てくることあるがほとんど自室にて過ごしている。不調や治験薬についての訴えは無い。
・夏坂　浩美様～幻聴の訴えは聞かれず。臀部に潰瘍様の創があり疼痛訴えある。来週皮膚科に見てもらってください。

＜転入患者様情報＞
・渡邊　愛希（わたなべ　あき）様　43歳　医療保護入院
　主病名：情緒不安定性パーソナリティ障害　　担当医：伊藤Dr

　高校時より大量服薬しており、被害的な妄想や粗暴的となることがあった。H29.8.14家族と墓参りの約束をしていたが、睡眠薬を服用し眠っていて起きてこず、家族の声掛けに対し暴言を吐き、食器を叩き割り、包丁をまな板に何度も突き刺し、放火を仄めかす発言をしたため、家族が警察署に連絡。警察官が駆けつけ一時的に落ち着き、精神科病院への受診を勧められたが、拒否を示し不穏となったため、警察官に付き添われ、同日夜間救急で当院初診。家族の状況説明時に大声で否定するなど不穏であり、同日当院1回目の入院となる（医療保護）。
　※定期薬・臨時薬なし
　※IFオーダー：便秘時
　※退院先：自宅を予定しているが、家族は拒否している。

(入院後、数回面談をしているが方向性は定まっていない)

　※11/9　叔母さん付添にて外出予定

　※プログラム未導入

　※買い物カードなし(おやつは家族が持ってくる)

　※家族へ洗剤依頼中

　※受け持ち：岩藤Ns/原田Cw
・浅坂　政美（あさざか　まさみ）様　61歳　任意入院
　主病名：アルコール依存症　うつ状態　希死念慮　　担当医：深澤Dr
　当院へ3回の入院歴あり。（最終H27.6.12～H27.7.10）当院退院後は定期的な外来受診とデイケア利用を継続していた。

　H29.10.2自宅にて処方薬を大量服用し昏睡状態を発見。同日八戸市立市民病院へ救急搬送された。同院にて治療し意識レベル回復。身体的な異常所見はないが、希死念慮が持続しているとのことで、今回精神科治療のため転院依頼があり、H29.10.家族付き添いにて東病棟合併症室へ入院となる。

　※家族へ洗剤依頼している
　※買い物カードなし

　※臨時薬：11/8就床前まで
　※OT・SSTは導入　アルコールプログラムはやらない
　※退院先は自宅を予定

　※IFオーダー　不穏時・不眠時あるが１度も使用していない

　※義歯が合わないため歯科受診している。

　※受け持ち：濱谷Ns/油津Cw

＜入院患者様情報＞

・松川　順子(まつかわ　じゅんこ)様　　39歳

  主病名：統合失調症　　任意入院(当院4回目)　　 担当医：深澤Dr

　H28.12.16自宅へ退院後は、当院への外来通院、青陽館、訪問看護五福、青明舎への利用をしていた。

　H29年.10月末頃から、青陽館を休むことがあり、理由を問うも「分からない」「朝になると体がしんどくなる」と話していた。青陽館へ行くも、体調不良を訴え静養室で休むこともあった。入浴や買い物、その他の日課も行えないことが増えており、以前できていたことが、一人でできなくなった事に対して不安感が増強していた。恐怖感や緊張感も悪化しており、H29.11.2外来受診し、本人も入院して早く良くなって安定した生活を送りたいとの希望あり。薬剤調整、症状改善目的にて、H29.11.2　11:55西病棟Aユニットへ任意入院となる。

　※受け持ち：兼平Ns/橘Ns
　※洗濯：自己
　※GAF：20
　※臨時薬：11/10　朝まで

　※IFオーダー：不安時・不穏時　ロラゼパム(0.5)2T　1日6回まで

　　　　　　　　 不眠時　ルネスタ錠2mg 1錠 + ルネスタ錠1㎎　1錠   1日1回のみ
　※11/4　採血(セット3　鉄セット　感染症)、心電図　指示あり

　※治験(ルラシドン)開始予定　11/8(水)検査　11/15(水)プラセボ　11/22(水)実薬
　　治験ファイルは明日病棟に届く予定

　※貴重品があり、ロッカー　2番使用中
